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1.	はじめに	

東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電所（以下、第一原発）の事故以降、放射

性物質によって汚染された地域の除染が進められ、一部地域の居住制限が解除されるなど

除染工事の効果が得られている。農地においても、2016 年 3 月時点で福島県内の除染対象

農地（水田，畑地，樹園地，牧草地）面積 33,386ha の内、約 87%の除染が終了した 1)。  

震災後、玄米への放射性セシウム（ 134Cs+137Cs、以下、RCs）の移行係数の解析により慣

行の施肥を行う前の土壌の交換性カリ 25mg/100gを目標とした土壌改良を行う RCs吸収抑

制対策が指導されている 2)。除染と RCs 吸収抑制対策により、2015 年産の水稲では全袋検

査において、基準値を超える玄米は 1 袋も確認されなかった。  

作付制限地域では、除染後水田において避難指示解除後の営農再開に向けた農業者よる

実証栽培が一部で行われているが、農業用水源である未除染のため池や河川の水に由来す

る RCs の玄米への移行が危惧されている。本研究では、福島県浜通りに位置するため池を

対象に農業用水として利用される表層水をモニタリングするとともに、ため池の底質の

RCs 濃度を分析し、農業用水による玄米への影響を検討した。  

2.	材料および方法	

研究対象地は、第一原発から 20km 圏内の作付制限地域の実証栽培 2 地区（以下、A、B）

およびそれより北側に位置する営農再開地域の 2 地区（以下、C、D）とした。  

各地区の農業用水源のため池の表層水を 2015 年 7 月〜10 月にバケツで斜樋周辺の表層

から採水し、その場で携帯濁度計（笠原理化工業製、 SSTR-5Z）および電気伝導度計

（HORIBA 製、D-54）を用いて、試水をバケツ内で十分撹拌を行いながら安定した濁度お

よび電気伝導度（EC）を測定した。試水はポリ容器に採取し実験室に持ち帰り、浮遊物質

（SS）濃度、懸濁態 RCs 濃度および溶存態 RCs 濃度の分析に供した。また、実証栽培地

区においては、農業用水として利用しているため池の底質を上流側、中央、取水側の 3 地

点採取した。  

懸濁態 RCs と溶存態 RCs 分析用の試水は、恩田ら 3)の前処理法・分析法に基づき、蒸発

濃縮法、PB カートリッジ法を用いて前処理し、ため池の底質は、105℃で 24 時間以上乾燥

し、乳鉢でほぐしたものを試料とした。それぞれの試料はゲルマニウム半導体検出器

（Canberra 製、GC2520-7500SL、GC4020-7500SL）を用いて RCs 濃度を相対標準偏差（RSD）

10％以下で測定し、採水日に減衰補正した。  

3.	結果および考察	

表層水中の RCs 濃度は平均値で懸濁態 RCs が 0.005Bq/L〜0.192Bq/L、溶存態 RCs が

0.019Bq/L〜0.108 Bq/L であり、十分低かった。RCs 濃度の平均値を図１に示す。  
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  図１	 ため池表層水中の形態別 RCs 平均濃度  

 

 

 

 

 

 

 

図２  表層水中の形態別 RCs 濃度と降雨量  

採水時の降雨（最大 24 時間雨量約 80mm）範囲内において、表層水中の RCs 濃度、SS

濃度、濁度、EC は、ほとんど変動しておらず、調査ため池では、降雨時に農業用水中の

RCs 濃度や SS 濃度の上昇は少ないと考えられた。また、低水時と高水時において、表層

水中の RCs 濃度に差はほとんどみられず、用水中の懸濁態 RCs 濃度が最も高かった低水位

時でも懸濁態 RCs 濃度は約 0.2Bq/L であった（図２）。  

水稲栽培後の土壌の交換性カリ濃度は 28mgK2O/100g 以上であり、玄米中の RCs 濃度は

検出限界以下であったことから、農業用水による玄米への影響は認められなかった。調査

地区においては、カリ施用を適切に行えば、農業用水による玄米への影響は極めて小さい

と考えられた。一方、SS 中 RCs（懸濁態 RCs÷SS）濃度は、底質濃度と同じ程度であった

が、水田土壌よりは著しく高かった（表１）。  

対象地区は農業用水に含まれる懸濁態 RCs 濃度が低く、水田に供給される量は少ないと

考えられるが、水田土壌より SS 中の RCs 濃度がさらに高く、かつ供給量が多い地域では、

再汚染の可能性について詳細な検討が必要であると考えられる。  
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表１	 水田土壌の交換性カリ濃度（mgK2O/100g）
と玄米、SS、水田土壌、底質中の RCs 濃度（Bq/kg） 

地区  
交換性  
カリ 

玄米  SS 水田土壌  
底質  

（取水側） 

A 28.2 <3.6 16,753 1,510  

B 56.9 <1.5 22,351 2,820  

C 61.4 <1.7 3,197 399 3,102 

D 28.4 <2.0 7,381 688 9,270 
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